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　伊豆大 島住民の うち15歳以上 の 4673名を対象と して ス ギ花粉症の ア ン ケ
ー

ト調査を行 っ た と こ ろ回収

率は22．3％で あり， 春先 （2月中旬か ら 3月中旬〉に鼻症状を有する例は8，9％，眼症状例は5．7％ ， 皮

膚症状例は8．1％ で あ っ た．有症状例に行 っ たス クラ ッ チ テ ス トで 13．8％の 例が ス ギ抗原陽性で あ り，

IgE　RAST 　score 　2以上 の 例は33．3％であ っ た．平成 2年 2月か ら 4 月まで の 最高ス ギ花粉飛散数は北

部診療所で 3月 7 日に 118個1cm2，南部診療所では 2月28日に 271個／cm2 で あ っ た．全住民に対する ス ギ

花粉症患者 を推定す べ く再度ア ン ケ ート調査 を行 っ た と こ ろ （回収率53．1％）鼻症状 3 項 目以上 と 眼症

状 2 項 目とを同時に有す る例は4．7％ で あ り，未回答者の うち ラ ン ダム に選ん だ 100名に対す る 電話 で の

調査結果と合わせ て頻度 を検討する と ， 全住民の うち 5．64％に ス ギ花粉症を疑わせ る例が見 出 された．

Key　words ： airbome 　pollen − Izu−Oshima − IgE　RAST

　　 qUeStiQnnaire

Japanese　cedar 　pollinosis

はじめ に

　ス ギ花粉症 は ， 1964年斉藤 らに よ っ て栃木県日光地

方 に お い て 発見 さ れ報告が な さ れた
1）．以後今凵 ま で ，

諸家に よ る全国各地に お ける詳細な 調査が 行われ て お

り，地域 に よ っ て 発症率 に 違 い が あ る こ とが 認 め ら れ

て い る
2 ，
−1 °）．しか しなが ら海洋性 気象条件下 に あ る 離

島 で の ス ギ花粉症 の 調査 は な さ れ て お ら ず ， 報告 も み

な い ．そ こ で 我 々 は ， 伊豆七島 の
一

つ で あ る東京都大

島町の 住民 に 対 し て ア ン ケ
ー

ト調査な らびに
一

部 の 例

に対して は ア レ ル ギー学的調査 を行 い ， ス ギ花粉症の

存在の 有無 と平成 2 年 2 月か ら 4 月 ま で の ス ギ花粉飛

散状況を検討 した の で報告す る．

ケー トに よ る ス ギ花粉症調査 を行 っ た．ア ン ケ ートの

内容 は Table　1 に 示 した ．すなわ ち鼻， 目お よ び皮膚

Table 　l　 The 　questionnairc　form 　used

r

r

ru

　have

〔　）No 　 （　｝Yes

対象 と方法

　東京都大島町北部の 元町 と，南部 の 差木地お よ び波

浮港 に在住 の 15歳以 1；の 4673名を対象 と し て ， ア ン

Eye
　 symptom

Do 　you 　havc　itching　of　y 〔｝ur 　eyes ，

（ ）No

〔　）Yes−all　season ，　early 　sprin9 ．　Qther

Do　you 　have　tear　oftcnl

（ ）NQ

〔 ）Yes・all　season ，　ear ！y　spring 　 other
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Skin
　 s｝

厂n1P しomDu

　you 　huve　itching　of　your 　skin ？

〔 ）Nv

（　＞Yes・all　season ，　early 　sprjn9 ，0ther
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の 症状に つ い て の有無 と， 有 りの 場 合に は そ れ が 1年

中 か，春先 だけ か
， その 他 の 時期 か を各項 R ごとに ○

を つ け て も ら い 解答を得た．ち な み に 大 島で は椿祭 り

の 終わ る 3 月15口ご ろ か ら 4 月 い っ ぱ い を春 と認識 し

て い る た め，本 ア ン ケ ー F で の 春先 と は 2 月中旬よ り

3 月中旬を指 し て い る．鼻の症状で は鼻水 ， くし ゃ み ，

鼻づ ま り，熱 っ ぽ さ で あ り，目の 症状 で は か ゆ み ， 涙

で あ り，皮膚の 症状で は か ゆみ に つ い て の 各項 R で あ

る．配布 お よび回収 は すべ て郵送 に て 行 っ た．

　 春先 の み ○ をつ けた例 に対 して はあ らか じめ検査 E

時 を郵送 に て知 ら せ て お き，筆者 らが 現地 に お もむ き

皮膚テ ス トお よび血液検査 を施行 し， 実際に ス ギ花粉

症 患者の存在 の有無 を確認 し た ．皮 膚 テ ス トは ス ク

ラ ッ チ に て ス ギ花粉 ，
ハ ウ ス ダ ス トお よ び カ モ ガ ヤ 花

粉 の 3 種 を行 い ，血液検査 は IgE　RIST とス ギ ，
ハ ゥ

ス ダ ス ト， ダニ に 対 す る IgE　RAST 　score を調 べ た ．

　 ス ギ花粉の 採取 は Durham の標準花粉採取器
2 〕fi｝を

大島町岡 田 の 北部診 療所 の 2 階 ベ ラ ン ダ （地 ヒ5m ）お

よ び差木地 の南部診療所裏庭 （地上 1．5m ＞の 2 ヵ所 に

設置 し，表面 に あらか じめ ワ セ リ ン を塗布 し た ス ラ イ

ドグラ ス を24時間固定 して ，毎朝 9時に 取 り替 えた．

採取期 間は 平成 2年 2 月 1 日 か ら 4月 1 日 まで の 毎 目

で あ る．ス ギ花粉飛散数 の 計測 は ， Calberla液 （グ リ

セ リ ン 5ml，95％ア ル コ ー
ル 10ml，蒸留水15rn］， 2滴

の 飽和フ ク シ ン 液 を混合し た も の）を ス ラ イ ドグ ラ ス

に か けて 染色し た の ち 18 × 18mrn の カ バ ーグ ラ ス に の

せ
， 3．24cm2の ス ギ花粉総数を光学顕微鏡 に て 算定 し1

cm2 当た りの 個数 に 換算 した．

Table 　 2　Questionnaire　return 　rate

　　 　 according 　to　district

Per⊂entage Number

Motomachl

Sashikiji

Habumhlato

22、2％
18．8％
29、5％

614／2767233

／1241196

／665

22．3％ 1D43／4673
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Fig、1、　Age　distril）ution 　 of 　the　respendents

結　果

工．各地 区別ア ン ケ ート回収率 （Table 　2）

　元町 で は 22．2％ （2767名中614名），差木地 で は18．8％

（1241名中233名）， 波浮 港 で は 29．5％ （665名中 196名）

で あ り，全体 で は22．3％ （4673名中1043名）で あっ た．

2．回収率の 年齢分布 （Fig．1）

　年齢を30歳以下 ， 31〜50歳 ， 51歳以．Lの群お よ び不

明 （年齢の 記載 もれ） に 分けた．

　元町 と差木地に お い て は31〜50歳の 群が他の群 よ り

多 く，

一
方波浮港 で は 51歳以 F．の 群が最 も多 く ，

こ の

地区で は前 2地区 に 比 べ て高齢者が 多 か っ た．

3．ア ン ケー ト調査結果 （春先の 症状に 「は い 」と答 え

た例）

1）鼻の 症状 （Table　3）

　鼻み ず ， くし ゃ み ， 鼻づ ま り， 熱 っ ぽ さ の各項 EIに

つ い て の 割合 は，元町で はそれぞれ 11，6％ ，
14．5％ ，

11．2％ ， ll．7％で あり， 差木地で は それぞれ ］3．3％，

16．7％ ， 9．8％ ， 13．7％ で あ り ， 波浮港で は そ れ ぞ れ

9．7％，10．7％，10．2％，8．2％ で あ り， 高齢者が多 い

た め か 波浮港 に お け る割合が や や低か っ た．

　上 記 4 項 目中 3 項 目以上 に 「は い 」 と 答えた例 の 割

合は ， 元 町 で は9．1％ ， 差木地で は 9．9％と差 が な く，
一・

方波浮港 で は 7．1％ と や や 低率で あ っ た が 統計 学的

に は有意で は な か っ た ．

2）目 の 症状 （Table　4）

　目 の か ゆ み と涙 の 有 症 率 は 元 町 で は そ れ ぞ れ

18．9％，7．2％で あ り，差木地 で は 20．2％，6．4％ で あ

り， 波浮港で は8．7％， 8．2％で あっ た ．ま た 両者 に「は
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Table 　3　The　number 　of 　respondents 　with 　nasal 　symptoms 　in　early 　spring

Motomachi SasikillHabuminato

335 137 92

rhinDrrhea 35ω ．5％） 20（M ．6％） 9（9．8％）

sneeze 39（11．6％ ） 25（18、3％） 11（12．0％）

nasal 　Qbstruc ． 35（10．5％〉 17（12．4％） 11（12．0％）

Male sli彗ht　fcver 33（9．9％〉 20（14．6％） 8（8．7％）

2symptoms 7（ 2ユ％ 〉 8（5．8％） 3（3．3％）

30r 　more 24（7．2％） 16（11．7％） 7（7、6％ ）

268 96 工04

rhinorrhea 41（15．3％） 11（11．5％ ） 10〔9．6％ ）

sneeze 55（2〔1．5％） 14（14．6％） 10（9．6％）

nasal 　obstruc ． 40（14．9％） 6（6．3％） 9（8、7％〉

Femaleslight 　fever 45（16．8％） 12（ユ2．5％） 8（7．7％ 〉

2symptoms 13（4 ．9％） 6（6 ．3％） 3（2．9％〉

30r 　more 32（11．9％ 〉 7（7．3％ ） 7（6．7％〉

614 233 196

rhin 〔〕rrhea 71（ll．6％） 31（／3．3％〉 19（9，7％）

Slleeze 89（14．5％） 39（16．7％ 〉 21（1 ．7％ ）

nasal 　 obstruc ， 69（11．2％） 23（9．8％） 20（10．2％ ）

TotalsHght 　fever 72（11．7％） 32（13．7％） 16（8．2％ ）

2symptoms 20（3．3％） 14（6」1％ ） 6（3，1％ ）

30r 　 more 56（9．1％） 23（9．9％ ） 14（7．1％）

Table 　4　The 　number 　of 　respondents 　with 　cye 　symptoms 　in　early 　spring

Mot 〔｝machi SasikijiHabuminato

335 137 92

Male

itchingtear2symptoms44（13．1％ ）

21（6，3％）

15（4．5％）

28（2D，4％ ）

9（6．6％ ）

7（5．1％1

7（7．6％）

7（7．6％ ）

4（4．4％〉

268 96 104

Femaleitchil19tear2symptoms

68（25．4％）

23（8．6％）

21（7，8％）

19（19．8％）

6（6．3％）

5（5．2％）

10（9，6％ ）

9（8．7％）

7（6．7％）

614 233 196

Totalitchil
翼

tear2symptoms

ll6 （18．9％）

44 （7．2％）

36（5．9％）

47（20．2％）

15（6．4％）

］2（52 ％）

17（8．7％）

16（8．2％）

11（5．6％）

い 」と答えた例は元町で 5．9％ ， 差木地 で 5．2％ ， 波浮

港 で 5．6％ とい う結果 で あ っ た．地区別 の 明 らか な差は

認 め られ な か っ た．

3）皮膚 の 症 状 （Table 　5）

　皮膚 の か ゆみ に 「は い 」 と答え た例は 元町 で 9．0％，

差木地 で 7．7％ ， 波浮港 で 5．6％ で あ り，元町 で もっ と

も高率で あ っ た が ， 有意の差 は な か っ た ．

4．有症状者に お け る ス ク ラ ッ チテ ス ト成績 （Table

6）

　ア ン ケ ート調査 回収結果 ， 春先の 症状の うち
一

つ で

も 「は い 」 と答えたすべ て の例 に 対 して 検査 日をあ ら

か じ め 郵送に て知 らせ て お き，合計 4 回 （元町，波浮
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Table　5　The 　number 　of 　respondents 　with

　 　 　 　 pruritus 　in　early 　spring

Motomachi SasikijiHabumiIlato

MaleFemale24／335（7．2％）

31／268（11．6％ ）

6／137（4．4％ ）

12／96 （12．5％ ）

2／92（2．2％）

911  4（8．7％）

Tota155 ／614（9．0％） 18／233（7．7％） 11／196（5．6％）

港各 2 回ずつ ）現地 に て ス ク ラ ッ チ テ ス トお よ び採血

を行 っ た．ス ク ラ ッ チ テ ス トの 判定 は ス クラ ッ チ研究

班 の 基 ee11）に よ り行 っ た．

　元町で の 受検者数 は 57名で あ り， 男性18名 ， 年齢

18〜67歳 （平均48．4歳）， 女性39名 ， 年齢14〜70歳 （平

均 41．2歳） で あ っ た．この うち ス ク ラ ッ チ テ ス トに て

スギに陽性 を 示 し た例は 8 名 （14，0％）で あ り， う ち

男性 は 4 名 （22．2％）， 女性 4名 （10．3％） で あ っ た ．

ハ ウ ス ダ ス ト （以 下 HD と略す ） で の 陽 性例 は 10名

（17．5％） で あ り， うち男性は 5名 （27，8％）， 女性 も

5 名 （12．8％〉で あ り，

一
方 カ モ ガ ヤ で は 3 名 （5．3％）

が 陽性を示 し ， うち男性 は 2名 （11．1％）， 女性は 1 名

Table 　 6　 Results　of　scratch 　tests　in

　　　 symptomatic 　subjects

Motomachi Japanese
　cedarH

、D 　　Dactylis
glomerate　L

Male　 　 　 n ＝ 18

　　　　　　　　18
−67y（48．4y）

Female　 　 n ＝39
　　　　　　　　M −70y（41．2y）

　　422
．2％

　　410
．3％

　　 527
．8％

　　 512
，8％

　　211
．1％

　　12
，6％

Total　　 n＝57

　　　　　　　14−7 y （43．5y）
　　814
．O％

　　lu17
．5％

　35
．3％

HabUminato Japanese
　cedarH

．D 　　DactyHs
glolnerate　L

Male 　 　　 n＝8
　　　　　　　　14

−86y （4〔［．3y）
Female　　 n＝22
　　　　　　　　16

−79y（55．6y）

　　225
．〔1％

　　29
．1％

　　 225
．0％

　　 29
．／％

　uO
．O％

　u
 ．0％

Total　 　 nユ3〔l
　　　　　　　l4

−86y （51．5y）
　　413
．3％

　　 413
．3％

　 

0．0％

（2．6％） で あ っ た．

波浮港 （差木 地 例 も含む ） で の 受検者数は 30名で あ

り， 内訳 は男性 8名 ， 年齢 14〜86歳（平均 40．3歳）， 女

Table 　7　Serum　IgE　level　and 　IgE 　RAST 　score 　in　symptomatic 　patients

Motomachi Habumillato

Serum 82．5± ISD 8り．  ±1SD
IgE （mean ± 1SD） （mean ± ISD）

RASTscoreJapanese
　cedar

H ，D
　9m

艮te
RASTscoreJapanese

　cedar
H ．D mite

0 o 0 o o o o 0

1 0 o 0 1 o   o

2 3 3 2 2 1   o

Male 3 2 〔｝ 1 3 2 3  

4 3 D 2 4 0   3

Total 8 3 5 TotaI 3 3 3

44，3％ 16．7％ 27 ．8％ 37．5％ 37．5％ 37．5％

o o 0 o 0 D 0 o

1 1 1 1 1 D 0 0

2 7 2 4 2 4 o 1

Female 3 4 0 1 3 1 1 1

4 2 0 1 4 0 o 1

Tota 正 13 2 6 Total 5、 1 3

33．3％ 5．1％ 15．4％ 22，7％ 4，5％ 13．6％

0 o o Q 0 0 〔1 〔1

1 1 1 1 1 0 0 o

2 10 5 6 2 5 0 1

Tota1 3 6 o 2 3 3 4 1

4 5 G 3 4 0 0 4

Total 21 5 11 Totai 8 4 6

36．8％ 8．8％ 19．3％ 26．7％ 13，3％ 20， ％
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性22名 ， 年齢 16〜79歳 （平均55 ．6歳） で あ っ た ．ス ギ

に 陽性 を 示 し た 例 は 4名 （13．3％）で あ り， う ち 男性

2名 （25．0％〉， 女性 2名 （9．ユ％）で あ っ た．HD で は

4 名 （13．3％）に 陽性 で あ り，う ち 男性 は 2名（25．0％ ），

女性 2名 （9．1％）で あ り ， カ モ ガ ヤ で は 1例 も陽性者

は い な か っ た ．

　受検者の年齢はや や波浮港例が 高か っ た が ， ス ギ ，

HD と も陽性率か らみ る と両地 区間に 明 らか な差 は み

られな か っ た．

5．有症状 者に お け る 血清 IgE レ ベ ル と RAST 　 score

（Table　7＞

　受検者数 は ス ク ラ ッ チ テ ス ト施行例 と同数 で あ り，

元町 57名， 波浮港 30名で あ る．血 清 IgE値 は 元 町で

82．5± 1SD （mean ± 1SD ）で あ り，2501U／1nl 以．ヒの 例

は57名 中11名 に み ら れた ．11名中 9名で は RAST に て

抗原が明 らか で あ り， すなわ ち ダ ニ 4 名，ス ギ 2名，

ダ ニ と ス ギ の 2 抗原陽性例 が 2 名，ダニ ，ス ギ，カ モ

ガ ヤ の 3 抗原陽性例が 1 名で あっ た．
一

方波浮港で は

8｛〕．0± lSD （mean ± ISD ）で あ り，
2501U ／ml 以．［1の 例

は30名 中 7名 に み られ た ．7名中 4名が RAST 陽性で

あ り，す な わ ち ダニ 3 名 ， ダ ニ と ス ギの 2抗原陽 性例

が 1 名で あ っ た．

　IgE　 RAST 　 score 　 2以 上 の 例は 元 町 で ス ギ が 57名中

21名 （36．8％）， HD が 5 名 （8．8％）， ダ ニ が 11名

（19．3％） で あ り，波 浮 港 で は 30名 中 ス ギ が 8 名

（26．7％）， HD が 4名 （13，3％）， ダニ が 6 名 （20．0％）

で あ っ た．元町 で ス ギ と ダニ の 両者 に 陽性 で あ っ た例

が 男性 に 3 名み ら れ た が ， 波浮港で は 1例 も認 め な

か っ た．ス ギ陽性例 は 波浮港例に比 べ て 元町例 に 高率

で あ っ たが そ の 差は有意で はなか っ た．

6．ス ギ花粉飛散数測定結果 （Fig．2）

　北部診療所で は 2 月 1 日か ら 7 日まで は飛散 が ほ と

ん ど み られ ず，8 日か ら少量 の 飛散が あ り12日 に 14個／

cm2 の ， 17日 に は 15個／cmz の 小 さ な山 が み られ ， 次 い で

20日に 79個 ， 翌 21日に は 62個 の 大 き な 山 を認め，以後

2 日は ほ とん ど飛散 が な く24， 25日 に 中ぐ ら い の 山が

あ り28日に は 113個 と大量飛散 が み られ た ．3 月 に 入 る

と 4 日に 62個 ，
5 日に 77個，6 口に 101個そ し て 7 日 に

は最多の ll8個の飛散が み られ たが ， そ の 後 は小 さな

ピ ーク を認 め る も
一
せ い ぜ い 20個程度 で あ り 3 月 26日か

らは晴 の 目が続 い た に もか か わ らず， 飛散は ほ とん ど

み ら れ な くな っ た．南部診療所 で も概 ね 同様 の ピーク

を示 し， 2月20日に 29個，21日に 36個 そ し て 24， 25日

に は 33，28個 を認 め ， 28H に は271個 もの 大量 が 飛 び ，

以後 3 月に入 っ て も 4 口 に78個 ， 5 目に 98個 ， 6 日に

46個， 7 口に 44個， 8 日 に 50個 の 飛散が み ら れ た後 ，

小 さ な 山が み ら れ る もあま り大量 で は な く， 3 月26日

か ら は ほ と ん ど み られ な くな っ た．

Pollen　counts ／cm2

　
曾271
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Fig．2．　C7／／ptol・nen
’
a 　iaPonica　pollen 　counts 　and 　daily　wea 亡her　from 　February 　l　t（〕 April　l，1990 ．
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考　察

　わ が 国特有 の 花粉症 と し て 内外に 知 られ て い る ス ギ

花粉症は ，
こ れ ま で に 多 くの 研究者 に よ っ て 調査 お よ

び研究が なされ て き て お り， また 近年の花粉症 患者 の

増加 に と もな っ て テ レ ビ や 新聞 な どに よ る 日毎 の 花粉

情報 も行わ れ る ように な っ て きた．しか し なが ら ， 島

国で あ る わ が 国 に お け る 60km2以 上 の 面積 を有 す る離

島の 数は ， ス ギ の植林がわず か で ある北海道 と沖縄を

除い て 20以上 と 多 い に もか か わ らず ，
こ れ らの 島 に お

ける ス ギ花粉症調査は これ ま で ほ と ん どなされ て お ら

ず，そ の存在す ら 明 ら か で は な い ．

　著者 は ， 以前 よ り東京都大島町在住の 重症 の ス ギ花

粉症患者 の 治療を実際 に 行 っ て きて お り，ま た ほ か に

も島の住民の中に花粉症特有 の 症状を も つ 人が何人 も

い る こ とを聞 くに お よ び ， ど の程度の 頻度 で 患者 が い

る の か ，ま た ス ギ花粉が どの くらい 飛散す る の か を調

べ る 目的で今回の 調査 を行 っ た．

　あ らか じ め大島町長お よび厚生課 に 本研 究の 目的 と

調査計画を提出して 許可 を得た の ち，厚生 課員 の協力

の もとで 調査を開始 した ．東京都大島町 は ， 通常，伊

豆大 島 と称 さ れ伊豆 七 島中最大 の 面積 を 持 つ 島で あ

り，東京に最も近 い 位置 に あ る．面積 は9Lllkm2 で あ

り ， 森林 は 5132ヘ ク タール
， 森林比率 は 56％ と伊豆 七

島中最 も低 く，
一’

人 当た りの 森林面積 も八 丈島に次 い

で少な い が
，

そ れ で も 大島 の ス ギ 植林面 積 は 223ヘ ク

タ
ー

ル で あ り．約60万本の ス ギが存在 し，その数は森

林全体の 4 ％に値す る と い われ て い る．Fig．3 で 黒 く

示 した の が ス ギ林の存在す る と こ ろ で あ る．L］で 表示

し た 場所 が 対象 と し た 3地 区で あり，元町 は大島の 北

clin ⊥C

　Fig．3．　 Map 　 of 　 lzu．osllima 　 showillg 　 the　 sites　 of　Japanese　 cedar 　 furests，

rcpresellted 　by　the　shaded 　areas ．

　O ：Sitcs　where 　atlnospheric 　pollen　coullts 　were 　mcasured ．△ ：Sites　of 　main

moUntainS 　ilユ IzU・OShilna ．
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部 に 位置し，町役場 や 東海汽船の 発着桟橋が あ る 島 内

一
の 人 口 密度を有す所で あ る．差木地 と波浮港 は南部

と称 さ れ，歌 で 知 られ る波浮 の 港 は古 くか らの 漁港 と

し て有名で あ る が ， 住民数 は 元町 に くら べ て 少 ない ．

島 の ほぼ中央 に 753m の 三 原 山が あ り， そ の 北 に は 大

丸山 が ，ま た 南 に は 白石 山，双 子山 が あ る．一
般道路

は これ らの 山の ふ も と を海岸に沿っ て島を
一

周し て お

り，
ほ と ん どの 民家 が道路 を は さ ん で存在す る．春先

に は毎 日西風が 吹 くこ とか ら，風 は山々 に ぶ つ か りそ

し て ス ギ花粉と と も に そ れ ぞ れ の 地 区へ 降 りて く る と

考え られる．

　本研究の 当初，大島住民 に お け る ス ギ花粉症調査 が

どれ ほ ど意味の あ る もの か ま っ た く予想で きず， また

高齢者が 多い こ と な どか ら ア ン ケ ー ト内容 もで き る だ

け簡素な も の と した ．し た が っ て住民 に 対 す る頻度は

検討 で き な い もの の ， 鼻症状 の 3 項 目以 上 に 「は い 」

と答えた例 （平均8．7％〉や目の 2 項 目に 症状 を もつ 例

（平均 5，7％） の中に ス ギ花粉症例が存在す る で あ ろ う

と推測 し，そ こ で 花粉症患者確認 の た め ， ア ン ケー ト

で 得た全有症状者に 対 し て 検査の 通知をあ らか じめ 出

して お き現地 に て ス ク ラ ッ チ テ ス トお よ び血液検査を

施行 した ．受検者数 は元町 で 614名 中57名 （9，28％），

波浮港 （差木地を含む）で 429名 中30名 （6．99％） と，

各地 区 2 回ず つ の 訪島の た め か 思 い の ほ か 少な か っ た

が ， そ れ で も，ス ク ラ ッ チ テ ス トで ス ギ に 陽性 を示 し

た例が そ れ ぞ れ 14．0％ （8名）， 13．3％ （4名）と低値

で は あるもの の 認 め られ ， また IgE　RAST 　score 　2以

上例は 元町で 36．8％ （2工名）， 波浮港 で は 26．7％ （8名）

と 自覚症状 を有す受検者数 の約 3割に ア レ ル ギー学的

血液検査か ら確定 ス ギ花粉症患者 を見出す こ とが で き

た．

　今回 の 受検者が ア ン ケート対照 の母集団を必ずしも

反映し て い る か否か は言及 し え な い が ， 2 地 区 で の 年

齢差に つ い て は 回収例に お け る年齢構成か ら み て 妥 当

と考え られ る．

　そ れ で は大島町 の 3地区住民 に お け る ス ギ花粉症 の

頻度 はい か な るもの で あ ろ うか ．本来 ， 有症状者全員

に 検査を行 うべ きで あ るが ，大島 が い くら本土 に 近 い

とい っ て も頻 回 に現地 へ 赴 くに は時間的 に も物理 的に

も不可能 で あ る こ とか ら ，
ど うして もア ン ケ ート結果

に頼ら ざ る を得な い ．し か し な が ら回収率22．3％ と い

う低率で は ， 推定 と は い え誤差が大き す ぎ確実性に欠

け る と考 え， そ こ で 今同， 2 回目 の ア ン ケ
ー

ト調査 を

同 じ 地区住 民 に対し て行 っ た．少 しで も 図収率 を上 げ

Table 　8　The　number ⊂｝f　respondents 　with 　 nasa1 ，　eye

　 and 　skin 　sylnptoms 　in　early 　spring 　according 　to

　　　　 the　 second 　questionnaire 　suvey

MaleFemaleTota1

3nasa ［symptorns

2eye 　 symptoms

skin

8．7％
lLo ％

10．4％

5，3％
11．6％
14．6％

7．0％
11．3％
12．5％

311asal　sylnPLoms

＋2eye 　 symptoms
4．8％ 4．6％ 4．7％

る た め ， 用紙の発送は当院で行 っ た が 回収は大島町役

場 に 依頼した．対象人数は 6 年前 と蒋干異な り4612名

で あ っ た が ， そ の うち 2451名か らの 1司答 を得 た （回収

率 は 53．1％）．春先の 鼻 の 症状 を有す る例 は 3項 目以 上

で 7．0％，目の 2 項 目を有す る例 は 11．3％ ， 皮膚症状 は

12．5％ ， 熱感は 10．6％ で あ り，鼻 3項 目以 上 と 目 2 項

目を同時 に有す る例は4．7％で あ っ た （Table　8）。す な

わ ら こ の 4．7％が ス ギ花粉症 の 可能性 が あ る と い え よ

う．し か し住民に対す る頻度 とな る と ， そ の ま ま の 結

果 を当 て は め る わ け に は い か ない ．な ぜ な ら 回答を し

な か っ た 人 た ちは無症状で あるか ら こ そ回答 を しな

か っ た可能性があ り ， 逆 に有症状者で ある か ら こ そ ア

ン ケ
ー

トに 答 える可能性が高 い とも い え る か ら で あ

る．そ こで 非回答者2161名 の うち電話帳か ら ラ ン ダム

に 10｛〕名を選 び 口答で の 調査 を行 っ て み た．100名中25

名は電話が 通 じず，75名 に 質 問が 可能 で あ っ た．75名

の う ち元 町住民 が 52名で あ り残 り23名が波浮港 お よ び

差木地 の 住民 で ある．その 結果 75名中 5名 （6．7％）か

ら春先 の 症状 の 存在 を確認 で き た．こ の 5 名 はす べ て

元町 の 住 民 で あ り， 波浮港お よ び差木地 で は 1例 も症

状 を認 め るもの は い なか っ た．しか し本報告で は 地域

差を調べ る も の で は な い た め ， 3地区全住民を対象 と

考 え，頻 度 を検討 した．っ ま り口答に よ っ て得た 有症

状例が 6．7％ と い う こ と は，全非 回答・者2161名か らみ る

と144．78名と な り ，

一一
方 ， 回答者例の う ち ス ギ 花粉症

と考 え られ る例 は4．7％ で あ り， 回答者2451名か ら み る

と115．20名と な る． こ の 両者を合計し人 口 に 対す る割

合を算出す る と人 口 4612名中春先に花粉症症状を有す

る例は 259 ．98名 と な り，全体 の 5 ，64％ と い う答 え と な

る． こ の成績は 石崎 ら
3 ｝

の 栃木県 日光今市地 方 の 調査

成績 の 9．6％や小 泉
7）に よる 日光市内の 小学生 の 調査

成績の 9．4％ と比 べ る と低率で あ る．しか し斉藤 ら
1°）が

述 べ て い る よ うに ， ス ギ花粉飛散 の 少な い 大田区蒲田

で の 発生頻 度が 7 ．32％ で あ る の に 対して蒲田 より飛散
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数の 多い 東京都秋川市 で は 6．48％で あ っ た の は，一
っ

の 環境 要因 と し て大気汚染が発症 に 関わ っ て い る とい

う考え か ら す る と，ほ とん ど大気汚染に侵 さ れ て い な

い 伊豆大島 で の 5．64％ とい う数値は 決 して 低 い 値 で は

な い よ う に 思 え る．
・．・

方，大島は 三 原山 とい う活火山

を有 して い る が昭和 61年 の 爆発以来ま っ た く噴煙 は 上

が っ て い な い こ とか ら ， 大気 中 の 浮遊粒 子物質（SPM ）

の 測定は行 っ て い な い もの の 火 ［1［灰 に よ る ajuvant 効

果 は 考 え に くい と い え よ う．ま た花粉シ
ー

ズ ン の ピー

ク時 に は 白い 乗用車が 花粉に よ っ て 黄 色 に な る と い

い ，あ る い はガ ソ リン ス タ ン ドで働 く人の 中に は口中

表 に 出 られずアイ マ ス クをか け て家 の 中で 休 む こ とが

多 くま っ た く仕事 に な らな い とい っ た 重症例の存在 も

明ら か で は あ る が
，

そ の 割 に 頻度が 低 い の は や は り本

症 の 発症 に 大気汚染の関連を考慮 に 入れ な い わ けに は

い か な い で あ ろ う．

　ま た ， は じめ の 調査 に お い て ， 元町に くらべ て 波浮

港 と差木地 で の 頻度 の 差 は，図 1 に 示 し た ご と く波浮

港で は他の 地 区よ りも高齢者が 多か っ た こ と に 起因す

る と考 えられ， こ の 点に つ い て は ， 40歳以上 は加齢 と

と も に RAST 　sc ｛｝re の 陽性 率 は低下 す る とい う笹嶋

ら
］2 ）の 報告や ， 九州 の 過疎地 に お け る高齢者地 区 で の

有病率は低 く， 対象と した例の 年齢分布 い か ん に よ っ

て疫学的調査 の 成績 は変わ りうる と述 べ て い る中村
’e）

の報告か らもうなず け よ う．

　佐re1‘ ）は千葉県船橋市で の 長期 に わ た る 調査 か ら大

量飛散は 3 年周期 で み られる こ と を報告し た ．すなわ

ち 1976年，
’
79年，

’82年で あ る．しか しそ の 後，日照時

間 の 問題や 雨の Llの多さ な ど に よ っ て 必ずし も 患者の

増加 や症状 の 増加 と は
一

致 し な い こ と もわ か っ て き

た．平成 2年の 船橋市 （東邦大）， 港 区 （慈恵会医大），

相模原市 （国立相模原病 院），埼玉 坂戸市 （城西大）に

お け る ス ギ花粉飛散数 か らみ る と 2 月 で は 21ない し22

日 に ピーク が あり，次い で 24日 と28日 に ， 3 月で は 4

日が相模原で最多飛散を示 し，そ の 後 5 日 ， 6 目 に も

多 く 7 日 に は船橋市で 最多を示 した．われわれ の 測定

で も北部診療所 で の 最多飛散 は 3 月 7 日 に 118個！cm2

で あ り， 南部診療所 で は 2 月28日 に271個／crn2 と， そ の

飛散数 は 少 な い も の の ピ
ー

ク は 全 く
一致 した ．ス ギ花

粉総数と ス ギ花粉症発症者数 と の 間に は相関関係が あ

り　
6）1s匚，一般 に は ス ギ花粉数が20〜50個／cm2 以上 に な

る と明 ら か な症状が出る とい われ て い る
’e），す なわ ち ，

今回の調査 で の 飛散数 で もすで に 感作 さ れ て い る 患者

に とっ て は症状を惹起す る に は十分な量 で あ る と思 わ

れ る．離島で あ る伊 豆大島 に お け る ス ギ花粉飛散状況

を調べ た の は わ れ わ れ が初め て で あ る た め 4 月以降 の

飛散状況 は不明で あ る．したが っ て 過去 の 飛散状況に

つ い て は も と よ り，
ス ギ 花粉 症 患者の 発 症状況 も ま っ

た く知 ら れ て い な い ．こ の 点か らも大島 に おける本調

査 が 意味深 い も の で あ る と考 え られ た ．

結　語

　L 東京都大島町住民の うち 元 町 ， 差木地 ， 波浮港の

3地 区 に お け る 15歳以 ltの 4673名を対象 と して ス ギ花

粉症 の ア ン ケ ー
ト調査を行 っ た と こ ろ 回収率 は22．3％

で あ り ， 鼻症状で は 8．9％ に ，眼症状で は 5．7％に，皮

膚の か ゆ み で は8．1％ に ス ギ花粉 に よ る と思 わ れ る例

が存在 し た。

　2．ス ギ花粉症 が 疑 わ れ た 例 に 対 し て 行 っ た ス ク

ラ ッ チテ ス トで は，ス ギ抗原陽陸例は 13．8％であ り，

IgE　RAST 　scorc 　2以上 の例は33 ．3％ に 認 め ら れ た ．

　3．平成 2年 2月 1 日か ら 4 月 1 日 ま で の 最高 ス ギ

花粉飛散数 は 北 部診療所 で 3 月 7 日 の ll8個／cm2 で あ

り，南部診療所で は 2 月28日の 271個／cm2 で あ っ た ．

　4．全住民 に 対す る ス ギ 花粉 症 患者を 推定 す る た め

に，再度ア ン ケート調査 を行 っ た と こ ろ53．1％ の 回収

率で あ り ，
こ の う ち 鼻 3 項 目以 上 とH2 項目を同時 に

有す る例 は4 ．7％で あ っ た．ア ン ケートで 回答 を得 られ

なか っ た 住民 100名を ラ ン ダ ム に 選び，電話 に よ っ て 口

答調査 を行 っ た と こ ろ6．7％ に 有症状者が み られ ， ア ン

ケ ー F回答者 の 頻度 と合わ せ て 人 囗 比 を検討 し た と こ

ろ 15歳以上 の住民の うち5．64％ に ス ギ花粉症 を疑わ せ

る例が 見出 さ れ た ．

　以上 の 結果 か ら ， 海洋性気象条件下 の 大島 で も少 な

か らずス ギ花粉症患者 が 存在す る こ と が 示唆 され ， 地

域医療 E留意 すべ き もの と考え ら れ る．

　稿 を終 え る に際 し，現地で の 検査 に ご協力下 さ い ま した

大 島 町厚 生課 の 皆 さ ん に 心 よ り感謝 い た す と と も に ，初 め

か ら最後 ま で す べ て の 手 はず を整 え て も らい ま し た 木原病

院事務次長の 鈴木康之 氏 に お礼申し上げま す．

　本論文 の 要 旨 は ， 第39同 凵本 ア レ ル ギー
学会 総会 （東京 ，

1989年 〉お よ び第 2 回 日本 ア レ ル ギー
学会 春 季 臨床集会 （東

京 ， 1990年） に お い て 発表 した．
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INVESTIGATION 　OF 　C1〜yP7 て）ルtERIA ／APONICA 　POLLINOSIS 　IN　IZU −OSHIMA

Norio　Kihara功 ，　Tetsuya　Adachi　
D ，　Hideko　Fujinagab，　Ryuichi　OgawaD

　　　 Takashi　KosekiD，　Tomomi 　Himeno3 ｝
and 　Sohei　Makino3 ）

　　　　　　
D1 ）ゆσ伽 ent げ Pneza脚 logy，　Kihara　H ゆ 惣 」

　　　
2》ヱ）ePar 彦耀 窺 げ Psychosomatic〃 edicine ，　Kihara　Hospitα 1

　
3）DePartment 〔ゾ A 　lle　rgy 　and 　Inte7nal〃 edicine

，
1）o納yo 伽 魏 癬 砂

　　 We 　surveyed 　by　questionnaire 　4，673　resldents 　of 　Izu−Oshima 　who 　were 　l50r 　more 　years　of　age 　with

regard 　to　 Cmptomen
’
a ／tZponica　pollinosis．　The 　response 　rate 　 was 　22．3％，　 In　the　early 　spring ，　 nasal

symptoms 　were 　reported 　by　8．9％ of　the　respondents
，
　ocular 　syrnptoms 　by　5．7％，　and 　dermal　symptoms

by　8．1％．On　scratch 　tests　of　symptomatic 　subjects
，
13．8％ were 　positive　for　C吻 加膨 癜 乖ψoηゴoα antigen ，

and 　33．3％ had　an 　IgE　RAST 　score 　of 　20r　more ．　The 　peak 　Cりψ’o 窺 θ廊 ノ【ψo瑠cα pollen　concentrati ｛〕ns

between　February　and 　Apri11990　were 　118／cm20n 　March 　7　at 　the　Northern　Clinic　and 　271／cm2 　at　the
Southern　Clinic，　A 　second 　questionnaire 　survey （response 　rate ： 53．1％），　designed　to　estimate 　the　number

of　persQns　with 　Cりφtomen
’
a　iaPoniea　pollinosis　among 　all　residents ，　revealed 　that　4．7％ concurrently 　had

three　or 　more 　nasal 　symptoms 　and 　two 　ocular 　symptoms 。　By　cQmbining 　these　results 　with 　those　of 　a

telephone 　survey 　of　100　randomly 　selected 　nonrespondents ，5．64％ of　aH 　inhabitants　were 　estimated 　to
have　suspected 　C壇 ）’o規 召κα ノ妙 oη ガ（ra　po1王inosis．
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